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はじめに 

チェルノブイリ原発事故が起きてから昨年４月で２０年が経過した。原発で大事故が起きたら

どんなことになるかの実例として、この２０年間私は、原子力専門家の立場からチェルノブイリ

のことを調べてきた。当初、チェルノブイリ事故を解明するとは、どのような事故経過でどれだ

けの放射能が放出され、どんな汚染が起きて人々がどれだけ被曝し、どれだけの健康影響が出る

かを評価することだと思っていた。事故の１０年後くらいから、そうした「専門家的アプローチ」

で捉えられることは、チェルノブイリが人々にもたらした厄災の限られた側面でしかない、とい

うことを強く意識するようになった。私のような専門家的アプローチは、苦しみ、悲しみ、怨念

といった、人々にとってもっとも肝心なところをすっぽりと捨象したところでしか成り立たない

からである。 
２０年になるのを機会に、自分の専門的な枠を越え、ジャーナリスト、支援運動家などさまざ

まな人々の視点からみた「チェルノブイリ」をまとめてみたいと考えた。さまざまな「チェルノ

ブイリ」をいろいろなやり方で重ね合わせてみることによって、また新たな「チェルノブイリ」

が見えてくると考えたからである。個人的なネットワークを中心に共同研究チームを作りトヨタ

財団に研究助成を申請したところ、幸いにして採択された（2004 年 11 月～2006 年 10 月：700
万円）。 
本報告書は、２年間の共同研究で得られた成果をまとめたものである。チェルノブイリに関す

る資料はたくさんあるが、さまざまな視点からのチェルノブイリということで、ユニークなもの

に仕上がったと思っている。チェルノブイリを知らない若い人々、また改めてチェルノブイリに

ついて考えてみたいと思っている方々の参考になれば幸いである。 
共同研究メンバーに加えて、多くの方々に原稿を作って頂いた。研究助成を頂いたトヨタ財団

ならびにお世話になった多くの方々に感謝する。 
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